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町長施政方針 2 

行
政
改
革
の
推
進

行
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
平
成

七
年
度
に
策
定
し
ま
し
た
「
重
信

町
行
政
改
革
大
綱
」
に
よ
る
三
ヶ

年
計
画
の
最
終
年
に
あ
た
り
、
残

さ
れ
た
重
点
課
題
で
あ
り
ま
す
民

営
化
・
民
間
委
託
に
つ
い
て
、
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

数
値
目
標
を
明
示
し
た
新
た
な
大

綱
を
策
定
し
、
自
治
体
の
リ
ス
ト

ラ
を
図
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

自
治
体
の
リ
ス
ト
ラ
と
は
、
短

期
的
・
即
時
的
に
取
り
組
む
べ
き
こ

と
と
し
ま
し
て
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊

後
の
経
済
社
会
に
対
応
で
き
る
自

治
体
づ
く
り
、
具
体
的
に
は
、
事
務

事
業
・
組
織
機
構

・
人
員
の
配
置
の

見
直
し
等
で
あ
り
ま
す
が
、
単
に
減

量
経
営
ば
か
り
で
な
く
、
中
長
期
の

五基己主三;

平
成
十
年
度
当
初
予
算
編
成
に

つ
き
ま
し
て
は
、
園
、
県
共
に
実

質
ベ

I
ス
で
は
マ
イ
ナ
ス
予
算
を

計
上
す
る
と
い
う
極
め
て
厳
し
い

視
点
に
立
っ
た
分
権
時
代
に
対
応

で
き
る
、
足
腰
の
強
い
政
策
官
庁

と
し
て
の
自
治
体
守
つ
く
り
、
具
体

的
に
は
政
策
形
成
能
力
の
充
実
、

人
材
の
育
成
、
行
政
情
報
シ
ス
テ

ム
の
構
築
等
を
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
九
年
度
か
ら
町
職
員
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実
さ
せ
て
、
人

材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

単
に
教
育
ば
か
り
で
は
な
く
、
学

習
し
た
こ
と
を
政
策
ま
で
昇
華
さ

せ
、
実
施
の
た
め
の
施
策
立
案
ま

で
可
能
な
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
や
、

職
員
の
処
遇
を
含
め
た
「
人
事
」

と
リ
ン
ク
さ
せ
る
こ
と
も
併
せ
て

検
討
す
る
考
え
で
す
。

行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築

当
町
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス

テ
ム
も
昭
和
六
十
年
導
入
以
来
、

環
境
の
中
、
ま
た
平
成
十
年
度
か

ら
十
ニ
年
度
ま
で
の
財
政
構
造
集

中
改
革
期
間
と
い
う
時
期
に
、
重

信
町
総
合
開
発
計
画
に
あ
り
ま

す
、
上
・
下
水
道
整
備
計
画
、
地
域

情
報
化
計
画
、
庁
舎
・
体
育
館
建

設
計
画
、
公
園
整
備
計
画
等
主
要

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
ま
い

る
訳
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
私
の

施
政
方
針
を
明
ら
か
に
し
、
町
民

の
皆
様
に
は
格
別
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

我
が
毘
の
所
得
保
障
、
医
療
保

暫
時
改
良
を
加
え
て
き
ま
し
た
が
、

極
度
の
老
朽
化
が
進
み
、
さ
ら
に

西
暦
二
千
年
問
題
も
あ
り
ま
す
の

で
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換

が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
平
成
十
年
一
月
に
「
重
信

町
情
報
化
推
進
委
員
会
」
を
組
織

し
、
重
信
町
情
報
化
基
本
計
画
策

定
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ

の
計
画
で
は
、
庁
舎
内
は
も
ち
ろ

ん
、
広
く
町
民
の
皆
様
に
も
ご
利

用
い
た
だ
け
る
情
報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
基
本
計

画
が
完
了
し
だ
い
、
実
施
計
画
策
定

に
全
力
を
あ
げ
る
考
え
で
す
。
役

場
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
核
と
な
れ
る

よ
う
に
、
ま
た
職
員
が
地
域
情
報

化
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
れ
る
よ
う
、
研

修
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

新
庁
舎
建
設

J

現
在
の
庁
舎
は
、
昭
和
三
一十
九

年
の
建
設
以
来
三
十
四
年
が
経
過

し
、
こ
の
間
人
口
の
増
加
と
と
も

に
建
物
の
狭
隆
化
、
老
朽
化
が
進

み
、
近
年
の
社
会
情
勢
の
変
化
に

対
応
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
と

な
り
、
今
回
新
庁
舎
を
見
奈
良
地

区
に
建
設
す
る
も
の
で
す
。
本
年

度
は
実
施
設
計
に
入
り
、
準
備
が

整
い
し
だ
い
補
正
予
算
で
対
応
し
、

平
成
十
一
年
度
末
完
成
を
目
指
し

て
、
秋
頃
に
は
建
築
に
着
手
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
庁
舎
設
計
の
基
本
理
念
は
、

町
民
の
皆
様
の
利
便
性
を
第
一
に
、

各
種
団
体
の
方
々
が
気
軽
に
利
用

で
き
ま
す
会
議
室
を
十
分
に
と
り
、

ま
ち
守
つ
く
り
、
防
災
拠
点
と
し
て

の
役
割
も
も
っ
た
聞
か
れ
た
庁
舎

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
施
策
の
充
実

少
子

・
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
、

核
家
族
化
に
伴
う
育
児
や
介
護
の

問
題
が
大
き
な
テ

l
マ
と
な
り
ま

す
が
、
特
に
平
成
十
二
年
度
か
ら

施
行
さ
れ
る
介
護
保
険
制
度
の
準

備
期
間
と
し
て
調
査
研
究
を
指
示

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
詳
細
に

つ
い
て
は
、
未
定
の
部
分
が
あ
り

ま
す
が
、
下
半
期
に
は
本
町
で
も

モ
デ
ル
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
問
題
点
の
抽
出
、
組
織

づ
く
り
の
資
料
が
得
ら
れ
る
こ
と

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
延
長

保
育
、
低
年
齢
時
保
育
な
ど
、
就

業
ニ

l
ズ
に
合
わ
せ
た
保
育
の
実

現
の
た
め
、
保
母
三
名
の
増
員
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

保
健
衛
生
に
つ
い
て
は
、
国
の

保
健
事
業
費
な
ど
の
補
助
が
廃
止

さ
れ
、
一
般
財
源
化
さ
れ
ま
し
た

が
、
引
き
続
き
各
種
検
診
、
健
康

指
導
、
栄
養
指
導
等
地
域
保
健
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

環
境
保
全
対
策
の
充
実

平
成
九
年
に
完
成
し
ま
し
た

「
重
信
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
も
順

調
に
稼
働
中
で
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

濃
度
も
基
準
値
を
大
き
く
下
回
っ

て
い
ま
す
。
指
定
ご
み
袋
制
度
も
、

町
民
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
ま
し

て
定
着
し
ま
し
た
の
で
、
本
年
度

か
ら
ご
み
減
量
対
策
、
ま
た
リ
サ

イ
ク
ル
率
の
向
上
を
図
る
た
め
に

「
不
燃
物
」
と
い
う
呼
称
を
「
燃
や

さ
な
い
ご
み
」
に
変
更
し
、
分
別

収
集
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。
当

町
で
は
、
空
き
缶
・
金
属
、
ぴ

ん
・
ガ
ラ
ス
類
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

そ
の
他
の
四
分
別
を
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
、
前
回
同
様
町
民
の
皆

様
に
は
格
別
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

産
業
の
振
興

労
働
力
の
減
少
と
高
齢
化
が
深

刻
化
す
る
な
か
、
そ
の
活
性
化
が
急

務
と
考
え
ま
す
。
生
産
性
向
上
の

た
め
の
構
造
改
善
に
取
り
組
み
、
農

道
整
備
事
業
、
ほ
場
整
備
事
業
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
昭
和
五
十
九
年

度
か
ら
引
き
続
き
実
施
し
て
き
ま

し
た
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業

の
終
需
に
伴
い
、
新
た
に
牛
測
地
区

に
ほ
場
整
備
事
業
等
導
入
の
準
備

を
始
め
ま
す
。
ま
た
、
土
地
開
発
公

社
事
業
で
進
め
て
い
ま
す
工
業
団

地
拡
張
に
よ
り
、
企
業
誘
致
、
雇
用

の
促
進
に
も
努
め
ま
す
。

社
会
資
本
の
整
備

ノ

道
路
整
備
で
は
、
各
地
区
の
生

活
道
路
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
継
続
中
の
主
要
町
道
志
津
川

圃圃



司

平成10年度
障
、
社
会
福
祉
な
ど
社
会
保
障
は
、

大
き
な
転
換
期
に
直
面
し
て
い
ま

す
。
介
護
保
険
制
度
に
代
表
さ
れ

ま
す
よ
う
に
、
公
私
の
役
割
分
担

の
見
直
し
、
給
付
の
効
率
化
、
社

会
的
公
平
の
確
保
、
民
間
活
力
の

活
用
と
い
っ
た
方
向
が
主
流
に
・
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
地
方
分
権
は
議
論
の
時

代
か
ら
実
施
の
時
代
に
移
行
し

た
、
と
言
わ
れ
て
久
し
く
な
り
ま

す
が
、
分
権
社
会
、
す
な
わ
ち
地

域
間
競
争
、
自
治
体
間
競
争
の
時

広報しけ、のぶ

伽
呂
線
、
平
松
上
樋
線
改
良
事
業

も
最
終
年
度
を
迎
え
、
工
事
完
成

に
全
力
を
上
げ
て
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
現
道
の
維
持
管
理
に
も
、
積

極
的
に
投
資
す
る
考
え
で
す
。

総
合
公
園
整
備
事
業
に
つ
い
て

は
、
平
成
九
年
度
国
庫
債
務
負
担

行
為
、
い
わ
ゆ
る

0
国
債
事
業
で

園
内
道
路
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
記
念
植
樹
事
業
も
開
始
す

る
予
定
で
す
。

平
成
九
・
十
年
度
の
継
続
事
業

で
進
め
て
い
ま
す
町
民
体
育
館
建

設
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
十

一
年

四
月
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
建
築

工
事
、
外
構
工
事
を
進
め
ま
す
。
ま

た
、
隣
接
の
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ジ
ム
に

つ
い
て
も
、
体
育
館
の
進
捗
に
合
わ

せ
て
備
品
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、

3 

代
で
あ
る
こ
と
を
強
く
自
覚
い
た

し
ま
し
て
、
知
恵
を
し
ぼ
り
、
改

革
す
べ
き
シ
ス
テ
ム
は
勇
気
を
も

っ
て
改
革
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

我
が
重
信
町
に
即
し
た
適
切

な
事
業
を
選
択
し
、
公
共
工
事
を

は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
コ
ス
ト
縮
減
に

努
め
、
事
業
を
重
点
的
、
効
果
的

に
実
施
い
た
し
ま
し
て
、
「
み
ど

り

と

文

化

の

ま

ち

重

信

町

」

の
実
現
に
遭
進
し
て
ま
い
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
全
体
計
画
が
完
了
し
ま
し
た

の
で
、
本
年
度
は
都
市
計
画
決
定

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
全
力
を
上
げ
、

さ
ら
に
事
業
認
可
に
向
け
て
の
準

備
を
進
め
ま
す
。

安
全
な
町
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
て
、
昨

年
地
域
防
災
計
画
の
抜
本
的
見
直

し
を
終
え
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
平

時
か
ら
の
防
災
教
育
、
災
害
時
に

速
や
か
に
対
処
で
き
る
よ
う
、
本

年
度
は
全
職
員
必
携
の
「
災
害
初

動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
、
役

場
の
体
制
を
整
え
た
い
と
考
え
ま

す
。
ま
た
、
防
火
水
槽
、
行
政
無

線
、
移
動
系
無
線
等
防
災
設
備
の

整
備
も
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

教
育
文
化
の
振
興

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三

十
四
年
に
建
築
し
ま
し
た
重
信
中

学
校
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

を
、
老
朽
化
に
伴
い
取
り
壊
し
、
新

た
に
同
じ
く
老
朽
化
の
激
し
い
部

室
を
建
設
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

卓
球
場
の
建
設
、
駐
輪
場
等
の
整

備
も
併
せ
て
実
施
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
拝
志
小
学
校
に
は
、

ス
タ
ジ
オ
カ
メ
ラ
設
備
を
整
え
、

授
業
や
校
内
放
送
に
利
用
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
平
成
九

年
度
か
ら
始
め
ま
し
た
三
一歳
児
保

育
も
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す

の
で
、
継
続
し
て
実
施
し
て
い
き

ま
す
。
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、

昨
年
急
逮
補
正
予
算
で
対
応
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、
公
民

館
活
動
、
生
涯
教
育
、
体
育
活
動

等
新
し
い
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て

進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て

は
、
全
国
的
な
傾
向
と
し
て
、
い

じ
め
や
登
校
拒
否
な
ど
児
童
生
徒

の
問
題
が
、
ま
す
ま
す
複
雑
化
、

深
刻
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
本
町

で
は
、
中
学
校
内
に
専
門
家
の
ス

ク
ー
ル
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
、
ま

た
教
育
委
員
会
事
務
局
内
に
教
育

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
設
置
し
、
相
談

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
に
は
、
関
係
者
皆
様
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
町
内
百
二
十
九

ケ
所
に
「
ま
も
る
く
ん
の
家
」
を

設
置
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

文
化
活
動
の
拠
点
、
町
民
会
館

に
つ
い
て
は
、
駐
車
場
の
夜
間
照

明
を
整
備
し
、
夜
間
の
施
設
管
理

を
民
間
の
警
備
会
杜
に
委
託
し
て

い
く
考
え
で
す
。

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
蔵
書
数

も
九
万
冊
を
超
え
ま
し
た
の
で
、

管
理
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ

ム
を
リ
プ
レ
ー
ス
し
、
昨
年
買
い

換
え
ま
し
た
移
動
図
書
館
車
も
大

変
好
評
で
す
の
で
、
移
動
系
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
を
搭
載
し
、
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

歴
史
民
俗
資
料
館
に
つ
い
て
は
、

町
内
ホ
ノ
ギ
保
存
資
料
作
成
も
引

き
続
き
行
い
、
展
示
会
も
テ

i
マ

を
変
え
て
十
回
程
度
開
催
す
る
予

定
で
す
。

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
病
原

性
大
腸
菌

0

1

5

7
対
策
を
引

き
続
き
実
施
し
、
衛
生
管
理
面
に

細
心
の
注
意
を
払
い
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
度
か
ら
実
施
し
ま
し
た
食
器

改
善
に
つ
い
て
は
、
残
事
業
分
す

べ
て
実
施
し
、
ポ
リ
カ

l
ボ
ネ
イ

ト
製
食
器
へ
の
転
換
を
完
了
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

特
別
会
計

老
人
保
健
特
別
会
計

対
象
受
給
者
は
例
年
同
様
伸
び

て
い
ま
す
が
、
昨
年
薬
剤
を
始
め

一
部
負
担
金
の
改
正
等
が
あ
り
ま

し
た
関
係
上
、
受
診
件
数
が
や
や

減
少
傾
向
に
あ
り
、
対
前
年
比

一
・
六
%
の
増
に
と
ど
ま

っ
て
い

ま
す
。国

民
健
康
保
険
特
別
会
計

退
職
者
医
療
費
が
減
少
傾
向
に

な
り
、
対
前
年
比
0

・
三
%
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
保
財
源
に
つ
い
て
は
、
国
保

税
の
伸
び
悩
み
に
加
え
医
療
費
の

増
嵩
等
に
よ
り
非
常
に
厳
し
い
状

況
下
に
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な

く
、
本
年
度
も
昨
年
度
に
続
き
財

政
安
定
化
支
援
の
た
め
、

一
般
会

計
か
ら
相
当
額
の
繰
入
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

簡
易
水
道
特
別
会
計

平
成
十
一
年
度
を
目
標
に
上
水

道
、
企
業
会
計
へ
の
移
行
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、
拝

志
地
区
統
合
簡
易
水
道
事
業
経
営

認
可
、
水
道
資
産
台
帳
作
成
等
の

委
託
や
、
野
田
地
区
配
水
施
設
改

良
工
事
等
新
規
事
業
を
推
進
す
る

た
め
、
対
前
年
比
四
十

・
四
%
増

の
関
連
予
計
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

事
業
の
完
了
に
伴
い
、
重
信
町

と
公
共
施
設
用
地
、
付
保
留
地

一

区
画
分
の
精
算
を
行
い
、
平
成
九

年
度
で
特
別
会
計
を
廃
止
し
ま
す
。

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

上
林
地
区
に
つ
い
て
は
、
平
成

九
年
度
か
ら
供
用
を
開
始
し
て
い

ま
す
が
、
本
年
度
は
下
林
、
上
村

の
拝
志
地
区
集
落
排
水
事
業
に
着

手
し
、
処
理
場
用
地
費
、
設
計
費

等
を
計
上
し
積
極
的
に
事
業
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。



0年度
(単位 :千円)

会計別 本年度 前年度 比較
伸び率 合計比 他会計から 他会計への

% % の繰入金 繰 出 金

骨主 ~ 計 6，088，000 5，830，000 258，000 4.4 58.9 396，656 

老人保健特別会計 2，366，528 2，329，169 37，359 1.6 22.9 135，624 

国民健康保険特別会計 1，339，215 1，343，763 ム 4，548 ム 0.3 12.9 139，262 

簡易水道事業特別会計 291，977 207，996 83，981 40.4 2.8 83，600 

土地区画整理事業特別会計 。64，013 ム 64，013 皆減

農業集落排水事業特別会計 201，778 196，314 5，464 2.8 2.0 38，170 

町営墓地事業特別会計 50，010 287，352 ム237，342ム 82.6 0.5 

三口込 計 10，337，508 10，258，607 78，901 0.8 100.0 396，656 396，656 

浮世 計 9，940，852 9，932，194 8，658 0.1 

平成10年度会計別予算

町の

中味を

約
ベ
ゾ

一般会計歳入歳出予算内訳性質別経費割合

27.9% 

分担金及び
負担金 2.7% 

繰入金
3.7% 

.d除
Zま

た‘

よ

。

新
年
度
予
算
総
額

百
三
億
三
千
七
百
五
十
万
八
千
円
を
可
決

O
土
地
改
良
事
業
費
等

八
四
、
五
七
七
千
円

。
上
林
ト
ン
ネ
ル
整
備
事
業

(
負
担
金
)
九
七
、
三
三
五
千
円

。
林
道
改
良
事
業三

四
、
六
二
O
千
円

。
道
路
橋
梁
新
設
改
良
事
業

五
O
、
三
九
三
千
円

。
都
市
下
水
路
事
業

五
一
、

O
一
七
千
円

。
総
合
公
園
整
備
事
業

二
二
九
、
四
三
一
二
千
円

。
町
民
体
育
館
建
設
事
業

五
三
二
、
0
0
七
千
円

。
重
信
中
学
校
部
室
建
設
事
業

二

二
、
九
九
四
千
円

第
百
六
十
七
回
重
信
町
議
会
定

例
会
は
、

三
月
十

一
日
か
ら
二
十

六
日
ま
で
の
十
六
日
間
の
会
期
で

聞
か
れ
、
平
成
十
年
度
当
初
予
算

(
総
額
百
一
一
一
億
三
千
七
百
五
十
万
八

千
円
)
、
平
成
九
年
度
補
正
予
算

(
六
億
五
千
四
百
十
万
一
千
円
)
、

条
例
の
一
部
改
正
な
ど
、

一二
十
五

議
案
が
審
議
さ
れ
、
全
議
案
が
可

決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会

に
付
託
さ
れ
継
続
審
査
と
な
っ
て

い
た
平
成
八
年
度
の
決
算
八
件
は
、

原
案
の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
、
六
名
の
議
員
か

ら
、
教
育
問
題
、
公
印
管
理
、
情

報
公
開
、
佐
古
ダ
ム
周
辺
整
備
、

保
育
問
題
、
老
人
福
祉
、
ご
み
問

題
、
文
化
財
の
維
持
管
理
、
大
型

屈
の
進
出
に
つ
い
て
な
ど
、
多
方

面
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

以
下
、
議
決
さ
れ
た
主
な
も
の

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
当
初
予
算

O
庁
舎
建
設
事
業
費

六
二
、
七
二
O
千
円

条
例
制
定
、
改
正
等

O
町
営
墓
地
条
例
の
改
正

拡
張
部
分
の
墓
地
使
用
料
を
新

た
に
定
め
る
も
の
で
す
。

O
保
育
所
条
例
の
改
正

児
童
福
祉
法
の
改
正
に
伴
い
、

一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

O
税
条
例
の
改
正

O
報
酬
等
の
条
例
の
改
正



平成平成10年度一般会計歳入歳出予算額
歳入

重信

お知らせ

財布の

(単位:千円)

款 本年度予算額 前年度予算額 比 較 構成比%
1 町 税 1，858，431 1，777，307 81，124 30.5 
2 地 方 譲 与 税 62，000 69，600 ム 7，600 1.0 

3利 子割父付金 25，000 31，900 ム 6，900 0.4 
4 地方消費税交付金 160，000 60，000 100，000 2.6 
5 ゴルフ場利用税交付金 25，000 23，900 1，100 0.4 
6 特別地方消費税父付金 10 10 。
7 自動車取得税父付金 42，000 42，300 ム 300 0.7 
8 国有提供施設所在市町村助成交付金 1，126 1，122 4 

9 地 方 ヨζ f寸 税 1，700，000 1，650，000 50，000 27.9 
10 父通安全対策特別父付金 4，000 3，500 500 0.1 
11 分担金及び負担金 163，994 193，947 ム 29，953 2.7 
12 使用料及び手数料 63.188 75，622 ム 12，434 1.0 

13 国 庫 支 出 1it 615，168 408，739 206，429 10.1 

14 県 支 出 豆人乙 328，443 429，752 ム101，309 5A 
15 財 産 ~)( 入 18，642 14，494 4，148 0.3 
16 寄 何? 豆人乙 3，253 18，160 ム 14，907 0.1 

17 繰 入 ノz¥ 225，049 390，333 ム165，284 3.7 

18 繰 越 王外立人 122，756 124，721 ム 1，965 2.0 

19 諸 収 入 75，840 119，493 ム 43，653 1.3 
20 日T イ責 594，100 395，100 199，000 9.8 

歳 入 メEミJ 計 6，088，000 5，830，000 258，000 100.0 

(単位:千円)

構成比
本年度予算額の財源内訳

司事ヒ弘皐『・ 本年度予算額 前年度予算額 上t 較
% 

特 ;ij晶乙『 財 i原
一般財源

国県支出金 地方債 その他

1 d議 ぷz〉x、 費 117，996 120，248 ム 2，252 1.9 117，996 
2 総 務 費 615，894 615，721 173 10.1 40，440 19，800 26，739 528，915 

3 民 生 費 1，380，104 1，412，519 ム 32，415 22.7 472，961 3，800 153，062 750，281 
4 衛 生 費 664，549 553，345 111，204 10.9 31，288 3，800 67，188 562，273 
6 農林水産業費 561，131 683，923 ム122，792 9.2 96，232 96，000 22，393 346，506 
7 商 工 費 32，135 30，820 1，315 0.5 10，000 22，135 
8 土 木 費 1，072，979 942，739 130，240 17.7 283，787 321，100 36，762 431，330 

9 Y白 防 費 288，775 264，914 23，861 4.7 12，500 11，500 107 264，668 

10 教 育 費 709，161 596，979 112，182 11.7 9，280 71，700 16，675 611，506 
11 災害 復旧費 543 540 3 543 

12 公 債 費 642，733 606，252 36，481 10.6 92，620 550，113 

13 予 備 費 2，000 2，000 。 2，000 
歳出合計 6，088，000 5，830，000 258，000 100.0 946，488 527，700 425，546 4，188，266 

歳出

特
別
職
、
議
員
等
の
報
酬
等
を

五
月
一
日
よ
り
引
き
上
げ
る
も

の
で
す
。
ま
た
、
非
常
勤
の
特

別
職
、
消
防
団
員
等
の
報
酬
を

四
月
一
日
よ
り
引
き
上
げ
る
も

の
で
す
。

O
工
事
変
更
請
負
契
約
の
締
結

町
民
ア
ス
レ
チ

ッ
ク
ジ
ム
新
築

工
事
、
町
営
志
津
川
墓
園
拡
張

工
事
の
請
負
金
額
を
、
そ
れ
ぞ

れ
変
更
す
る
も
の
で
す

0

0
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

大
森
利
敬
氏
(
再
任
)
、
赤
松
孝

子
氏
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意

1

レ
キ
ナ
し
れ
~
。

こ
の
他
、
重
信
町
土
地
区
画
整

理
事
業
特
別
会
計
条
例
の
廃
止
等
、

全
体
で
十
六
の
条
例
が
改
正
、
制

定
、
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

4月の納税
固定資産税第1期

納税期限 4月30自体)

固定資産税第1期納期に

ついてのお知らせ

固定資産税第1期納期

は、法律の改正時期等の

関係で、平成6年度以来5

月末となっていましたが、

平成10年度は本来の4月

末日となりますので、お

間違えないようお願いし

ます。

第41回

町
4月19日(日)
(雨天時は4月26日)

重信中学校グラウンド

日時

場所



重
信
町
総
合
公
園
記
念
植
樹

役
現
評
市
整
備
課
、
町
民
課
友

び
町
民
会
館
窓
口
に
備
え
て
あ

り
ま
す
。

容
植
樹
の
方
法

植
樹
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
申

し
込
み
締
切
後
に
お
い
て
一
括

し
て
町
が
植
栽
業
者
に
発
注
い

た
し
ま
す
。
記
念
樹
に
は
下
記

の
記
念
プ
レ
ー
ト
を
取
り
付
け

ま
す
。
プ
レ
ー
ト
の
設
置
期
聞
は
、

設
置
後
二
十
年
間
と
し
ま
す
。

一
*
希
望
さ
れ
る
方
は
、
記
念
プ

レ
ー
ト
を
、
ご
自
分
で
直
接

取
り
付
け
て
い
た
だ
く
こ
と

も
出
来
ま
す
の
で
、
予
め
お

申
し
出
下
さ
い
。

。
植
樹
の
樹
種
・
場
所
及
び
時
期

植
樹
の
樹
種
及
び
場
所
は
、

重
信
町
総
合
公
園
整
備
事
業
の

植
栽
計
画
に
そ
っ
て
、
町
の
方

重信町総合公園は、町の中心部より北西に1.5km行った西岡地区の丘陵地帯にあり

ます。周辺を緑に包まれ、道後平野を眼下に、遠くは瀬戸内海を一望できる風光明

蝿な公園として、現在工事が着々と進んでおります。(平成9年に一部開園)

そこで、この度この公園をよりいっそう町民の皆様に親しみのもてる公園とする

ため、総合公圏内での記念植樹を計画しました。

町民の皆様のそれぞれの心に残る記念日を、植樹という形で将来に残されてはい

かがでしょう。

容
記
念
植
樹
の
内
容

結
婚
、
出
生
、
入
学
、
卒
業
、

慶
事
、
新
築
、
開
庖
、
各
種
大
会
、

研
修
会
等
の
催
し
も
の
に
係
る

記
念
等
。
な
お
、
各
記
念
日
は
平

成
五
年
四
月
一
日
以
蜂
の
も
の

と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
内
容
等
、が

公
園
内
で
の
記
念
植
樹
に
不
適

当
と
判
断
し
た
と
き
は
、
申
し

込
み
を
お
断
り
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

容

植

樹

資

格

重
信
町
在
住
者
(
団
体
、
法
人

を
含
む
。
)
及
び
町
出
身
者
。

。

植

樹

本

数

原
則
と
し
て
一
人
(
団
体
、
法

人
こ
本

0

0
植
樹
す
る
樹
木
の
種
類

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

・
ハ
ナ
ミ
ズ

キ
・
ア
ラ
カ
シ
・
イ
口
ハ
モ
ミ
ジ

*
右
記
の
樹
種
の
中
か
ら
珂
の

方
で
選
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す。。
植
樹
に
関
す
る
費
用
負
担

一
本
当
た
り
ニ
万
円

。
申
し
込
み
方
法

所
定
の
申
込
書
に
費
用
を
添

え
て
役
場
都
市
整
備
課
ま
で
お

申
し
込
み
下
さ
い
。
申
込
書
は

で
決
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

植
樹
の
時
期
は
、
平
成
十
年

十
二
月
頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
日
程
・
場
所
浸
び

樹
種
が
決
ま
り
次
第
申
し
込
み

者
あ
て
通
知
し
ま
す
。

。
申
し
込
み
締
切
日

平
成
十
年
九
月
三
十
日
制

場
所
、
本
数
等
に
限
り
、
が
あ

り
ま
す
の
で
お
早
め
に
お
申
し

込
み
下
さ
い
。

@
寄
付
及
び
所
有
権

植
樹
後
の
樹
木
は
、

付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
記
念
樹
の
所
有
権
は

町
が
有
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

0

0
維
持
管
理

記
念
植
樹
さ
れ
た
樹
木
の
一

~

般
的
な
維
持
管
理
は
町
の
方
で

で

行
い
ま
す
。
な
お
、
記
念
樹
が

tAF

枯
死
、
盗
難
等
に
あ
っ
た
場
合

也

は
、
同
一
樹
種
を
町
の
方
で
補

凶

植
復
旧
し
ま
す
。

U
ハ

@
そ
の
他

州川

樹
木
は
種
類
に
よ
り
数
に
限

的

度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
旨

4

ご
了
承
下
さ
い
。
(
申
し
込
み
先

制

着
順
に
受
付
し
ま
す
。
)

齢

町
へ
寄

~詳しくは、役場都市整備課
圃圃.
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消防出初式平成10年
平
成
十
年
川
内
町
・
重
信
町
消
防

出
初
式
が
三
月
一
目
、
川
内
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
両
町
消
防
団
員
な

ど
約
七
百
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

消
防
団
員
に
よ
る
ポ
ン
プ
操
法
、

少
年
・
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
防

火
演
技
等
を
行
い
、
日
頃
の
訓
練
の

成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
、
併
せ
て
消
防
団
員
の
表
彰
が

あ
り
、
次
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

愛
媛
県
知
事
表
彰

表
彰
旗

重
信
町
消
防
団

功
績
章

野
中

小
山

寛
昌
丈

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章

渡

部

正

池

川

義

晴

勤
続
章

磯

金

逸

馬

藤

岡

良

信

山

内

勲

伊

東

純

朗

松

末

恭

一

有

光

宗

尚

日

野

隆

門

田

孝

明

中
央
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

武

田

保

昭

岡

本

光

相

原

彰

菅

野

重

春

岩

田

雄

次

重
信
町
長
表
彰

自動車ポンプ操法

渡

部

正

利

森

本

忠

靖

竹

田

徹

伊
藤
孝
一

池

川

勝

志

大

北

昇

森

昭

治

小

山

謙

一
一

高

須

賀

靖

葛

原

昭

夫

池

川

進

大

森

健

二

和

田

浩

一
一

山

本

健

吾

成

井

孝

夫

青

木

隆

藤

田

透

戒

能

博

秋

中
村
昌
一

原

田

誠

二

小型動力ポンプ操法

試
験
日

六
月
六
日
出
・
七
目
的

(
七
日
は
飛
行
要
員
希
望
者
の
み
)

受
付
期
間

四
月
八
日
制

1
五
月
十
五
日

幽
ま
で

応
募
資
格

二
十
二
歳
以
上
二
十
六
歳
未

満
の
男
女

給
与
等

初
任
給
二
十
一
万
六
千
七
百

円ボ
ー
ナ
ス
年
三
回
(
五
・

二

五
ヶ
月
分
)

休
暇
等

夏

・
冬

・
春
季
に
、
そ
れ
ぞ

れ
二
週
間
前
後
の
連
続
休
暇

が
あ
り
、
完
全
週
休
二
日
制
。

衣
食
住
官
舎
、
独
身
寮

※
詳
し
く
は
左
記
へ
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

自
衛
隊
松
山
募
集
案
内
所

富
九
四
七
|二
δ
四
O

役
場
総
務
課

冨
九
六
四
|
二
O
O
一
間
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新
し
い
保
険
証
は

届
き
ま
し
た
か

異
動
の
際
は届

出
を
1

保

国

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

証
(
保
険
証
)
が
四
月
一
日
か
ら

新
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

加
入
し
て
い
る
世
帯
へ
は
、

三
月
末
に
郵
便
に
て
お
送
り
し

ま
し
た
の
で
、
必
ず
ご
確
認
下

さ
い
。
有
効
期
限
の
切
れ
た
保

険
証
は
役
場
へ
返
却
し
て
下
さ

国
保
制
度
や
保
険
証
に
つ
い

て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉

課
国
保
係
ま
で
。

国
保
の
加
入
や
脱
退
な
ど

の
届
出
は
、
世
帯
主
が
十
四

日
以
内
に
行
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
家
族
に
異
動
が

あ
っ
た
と
き
は
、
必
ず
届
け

出
て
下
さ
い
。
詳
し
く
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。

こんなとき 手続きに必要なもの

-他の市町村から転入してきた 印鑑、他市区町村の

とき 転出証明書

国
-職場の健康保険をやめたとき

印鑑、職場の健康保
保 険をやめた証明書

は -職場の健康保険の被扶養者か 印鑑、被扶養者にな
L 、 らはずれたとき れない理由の証明書
る

印鑑、保険証、母子
と -子供が、生まれたとき
き 手帳

-生活保護を受けなくなったと 印鑑、保護廃止決定

き 通知書

-他の市町村に転出するとき 印鑑、保険証

国 -職場の健康保険にはいったと 印鑑、国保と職場の
保 き 健康保険の両方の保
を 険証(後者が未交付
や -職場の健康保険の被扶養者に のときは加入したこ
め なったとき とを証明するもの)
る

-国保の被保険者が死亡したとと 印鑑、保険証
き き

-生活保護を受けるようになっ 印鑑、保険証、保護

たとき 開始決定通知書

-退職者医療制度の対象になっ 印鑑、保険証、

たとき 年金証書

そ -町内で住所が変わったとき

の -世帯主や氏名が変わったとき 印鑑、保険証

他
-世帯を分けたり、いっしょに

したとき

-保険証をなくしたとき(あるい 印鑑明、本人であることを
証 するもの(使えなく

は汚れて使えなくなったとき) なった保険証)

②重D
印鑑、学生証

自営業や学生の方などは、必ず加
入の届出を(厚生年金保険・共済
組合の加入者を除く。)

20歳になったとき国民
年金に加入の届出を

年国@重D
印鑑、本人・配偶者の年
金手帳、健康保険証

会社などに勤めるよう
になったら届出を

扶養している配偶者の届出を

金民
@妻。

印鑑、本人・配偶者の
年金手帳、離職証明書

扶養している配偶者がいる人はあ
わせて届出を

会社などをやめたら国
民年金加入の届出を

@重D
印鑑、年金手帳

住所・氏名が変わった
ら届出を

@重D
印鑑、年金手帳

任意加入を希望される方は、
任意加入の届出を

(帰国したときにも届出を)

海外に居住するように
なったら届出を

@望D
印鑑、本人・配偶者の年金手
帳、健康保険証、離職証明書

厚生年金保険。共済組合
共済組合。共済組合

厚生年金保険。厚生年金保険

第3号被保険者の配偶者
が会社などを変わった
ら届出を

成
人

・
就
職

・
転
居
・
結
婚
・

転
職
・
退
職
等
、
人
生
の
節
目
に

は
国
民
年
金
の
加
入
形
態
も
変

わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
は
、
役
場
福
祉
課

国
民
年
金
係
ま
で
忘
れ
ず
に
届
け

出
て
下
さ
い
。

一
崎
一
レ
慨

(
本
帳、手

鑑
金

印
年

離婚したときや収入が増えたとき

異動 ・戸籍届出と同時に届出を

@妻。
印鑑、本人・配偶者の年金手帳、
健康保険証、扶養離脱年月日

結婚したときや収入が減ったとき
厚生年金保険 E 共済組合
の加入者の扶養になっ
たとき届出を

厚生年金保険・共済組合
の加入者の扶養からは
ずれたとき届出を
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「あなたカミごみを出せばよいのはいつ?J
4月から「燃やさないごみjの分別収集が始まります。分別収集は、再

資源化率の向上とごみの減量を目的とするものです。町民のみなさんの

ご協力をお願いします。なお、実施にあたりましては、広報及び各地区

説明会等でご案内しましたように、ごみを出す日時や出し方が大きく変

わっていますのでご注意下さい。

女お手数ですが、空き缶・金属類とびん・ガラス類とペットボトルと

その他の4つに分けて下さい。

9 

その他燃やさないごみ

日

ペットボトル

毎月第2・4日曜日
(午前6時~午後6時)

※田窪団地区は午前7時~午後6時

※横河原地区は毎月第1・3日曜日

午前6時~午後6時

びん・ガラス類

毎月第1・3日曜日
(午前6時~午後6時)

※田窪団地区は午前7時~午後6時

空き缶・金属類分別方法

時

無色透明の袋に入れて出して下さい。出し方

し
原
く
み
取
り
料
の
消
費
税
が

3
%
か
ら
5
%
へ〈4
月
か
ら
)

今
ま
で
は
、
し
尿
く
み
取
り
掛

料
の
消
費
税
は
三
%
に
据
え
置
明

い
て
い
ま
し
た
が
、
四
月
一
日
内

か
ら
五
%
に
な
り
ま
す
。

M

l

満

一
歳
ま
で
の
子
供
は
、
人

引

員
数
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

体

く
み
取
り
の
際
の
洗
い
水
は
、
料

規
定
料
金
の
中
に
含
ま
れ
で
は
一

い

ま

す

。

切

同
一
世
帯
内
で
便
槽
が
二
つ

取

以
上
あ
り
、
同
時
に
く
み
取
み

り
を
し
た
場
合
は
、
世
帯
割
く

料
金
を
加
》
え
ま
す
。

従
量
制
は
、
会
社
、
飲
食
庄
、

居
舗
等
の
不
特
定
多
数
の
方

が
利
用
さ
れ
る
施
設
や
、
そ

の
他
不
定
期
に
く
み
取
り
を

す
る
場
合
、
く
み
取
り
量
が

一
人
一
か
月
の
排
出
基
準

量
(
=
工
ハ
リ
ッ
ト
ル
)
を
こ
え

る
場
合
及
び
簡
易
水
洗
便
所

等
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

ホ
ー
ス
を
五
O

m
以
上
使
用

し
て
く
み
取
る
時
は
、
割
増

料
金
が
必
要
で
す
。

そ
の
他
ご
不
明
な
点
は
、
役

場
生
活
環
境
課
ま
で
。

富
九
六
四
l
二
O
O
一
間

2 3 4 5 6 

X 
均等制 従量制

人頭制 世帯割 181)ットjレ

i人1か月 !世帯1か月 当り

旧式便槽 f 

(まる壷)
210円 290円 140円

普通便槽 210円 550円 140円

均等制料金(一ヶ月分)(ホース50m以内の場合)

ぷ寸 l人 2人 3人 4人 5人

|日式便槽
520円 740円 960円 1，180円 1，400円

(まる査)

普通便槽 790円 1，010円 1，230円 1，450円 1，680円

(消費税を含み、 10円未満は切り捨て)

富943-0997
し原収集業者

松山興業社 (消費税別)

重
信
町
営

志
津
川
墓
園
墓
地
使
用

申
込
に
つ
い
て

募
集
概
要

区
画
数
九
百
十
七
区
画

区
画
面
積
三
・
二
一
2
m

(
一
・
六
五

m
×
二
・

O
O
m
)

五
・
0
2
m

会
了

O
O
m
×
二
・
五
O
m
)

使
用
料
(
永
代
)

三
・
三
2
m
五
十
万
円

五
・

o
d
七
十
五
万
円

申
込
資
格

。
重
信
町
に
本
籍
ま
た
は
住
所

を
有
す
る
者

0

0
前
記
以
外
の
者
で
、
墓
地
管

理
の
責
任
が
も
て
る
町
内
在

住
者
が
保
証
人
に
な
れ
る
者
。

申
込
受
付

五
月
二
十
日
附
l

申
込
場
所

役
場
生
活
環
境
課

申
込
方
法

五
月
上
旬
か
ら
希
望
者
に

「
募
集
要
領
」
を
お
渡
し
し
ま
す
。

必
要
書
類
添
付
の
上
、
申
し
込

ん
で
下
さ
い
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
生
活
環
境
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

冨
九
六
四
l
二
O
O
一
間
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{呆健康づくり料理講習会
~先手必勝!ころばぬ先の健康食~

健
食べ物カf豊富で、あり余る時代。だからこそ、自分で選んでバランス良

く栄養を摂ることが‘大切です。健康や栄養について興昧のある方、体内脂

肪の気になる方など、おいしく健康的に食べるコツとポイントを、一緒に

楽しく学んでみませんか?

町内の方なら男女を間わず誰でも参加できます。

申し込み先 地区衛生委員または、役場保健婦・栄養士まで。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

保
健
婦
直
通
電
話

富
九
六
四
l
四
一
七
O

ま
た
は

富
九
六
回
!
こ
0
0
一
間

内
線
一
三

一
・
三
一
二

月 日 時間 場所 内容 準備物 担当

5月13日嗣 八反地集会所

6月 9日快) 牛測団地第2集会所
1.健康生活のための心得

2.栄養のバランスって
エプロン

管理栄午前10時 タツノ\~
9月 3日同 山之内井口公民館 なあに?(調理実習) 養士

12時30分 3.血圧測定
タオル

保健婦
10月 6日(火) 北野台団地集会所 筆記用具

4.体内脂肪測定

11月11自民) 北野田公民館

(。

ポ

7.t 
予

防

援

種

リ

別名“小児マヒ"といい、ポリオウィルスに感

染すると 100人中5~6人はかぜの様な症状、発

熱、頭痛、 E匝吐が現れ、まれに運動麻樺がおこ

ります。

予防接種 経口服用します。弱毒化された安全な

と ワクチンですが、まれに麻揮をおこす

副反応 ことがあります。 (100万人に1人程度)

日 程; 対 象
ー一一一一一ーー「ーー司 ー ーーーーー【

5月 8日(到l平成9年7月1日~平成10年1月31日生まれ
l 及び生後90か月未満の未接種児

5月14日体)l 平成9年2月 1 日 ~6月 30日生まれ
及び生後90か月未満の未接種児

場 所町民会館2階大ホール

受付時間午後2時~2時30分(時間厳守)

持参品母子健康手帳、予防接種手帳(予診

票)、印鑑、体温計

※下痢・恒吐をしていると受けられません。

毎年5月と 10月に実施します。

大予防接種を受ける前に交

受ける予定の予防接種につ
いて予防接種手帳や予防接
種ガイド、ブックを読み、よく理

解しましょう。

? 
O 

信
予防接種についてご不明な
点は、福祉課保健婦までお

問い合わせ下さい。

お子さんの健康状態をよく知

った人が連れて行きましよう。

母

親

学

級

か
わ
い
い
赤
ち
ゃ
ん
と
対
面
す

る
日
が
、
待
ち
遠
し
い
こ
と
と
思

い
ま
す
。

母
親
に
な
る
喜
び
ゃ
期
待
に
胸

ふ
く
ら
む
反
面
、
「
お
産
や
育
児
は

ハ
ー
ド
で
は
な
い
か
し
ら
:
・
」
と
不

安
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

下
記
の
と
お
り
母
親
学
級
を
開

催
し
ま
す
。
妊
娠
・
出
産
・
育
児
に

つ
い
て
、
み
ん
な
で
話
し
合
い
、

楽
し
く
学
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

場
所
町
民
会
館

時
間
午
後
一
時
三
十
分
1
三
時

料

金

無

料

申
し
込
み
四
月
三
十
日
ま
で
に
、

保
健
婦
ま
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

そ
の
他
テ
キ
ス
ト
は
初
日
(
五

月
七
日
)
に
渡
し
ま
す
。
動
き
や
す

い
服
装
で
お
越
し
下
さ
い
。

月日 内 容

5月 7日同
座談会と講義、ピデオ

「妊娠中の体と心の変化一夫適生活のためにj

5月12日凶
座談会と講義

「子供服、育児用品を上手に選ぶj

5月18日(月)
座談会と講義

「妊娠中の栄養、陣痛を乗り切るためにj

5月26日凶
育児座談会

「先輩お母さんと一緒に・..J 

未定(希望日)座談会と実技

夜間lこ行います 「お父さん出番です 赤ちゃんのお風呂」



岡田町

いきいき健康改善
~平成9年度基本健康診査検査値か5みる多い病気~

平成9年度から、「各種検診のご案内・申込書」を、 18歳以上の方全員に配布し、受診希望をご記入いただい

た後、回収しました。その結果、各種検診で初回受診者が増え、健康管理に役立つと共に、町で実施している

検診を知っていただく機会になりました。今年度も、広報しげのぶ5月号と共に、検診申込書を配布します。年

に一度は検診を受けて健康チェックしましょう。

次のグラフは、平成9年度の基本健康診査の結果多かった貧血症・高指血症・高血圧症の診断にかかせない検

査の値を基に表しています。これらの病気は、初期には自覚症状がほとんどなく、健康診査を受診して初めて

わかることが多く、日常生活習慣の改善でよくなっていく病気でもあります。

まずは、健康診査を受けてご自分の検査値を知ることが、大切です。

貧血者の割合

広報しけ、のぷ11 

100% 

圃

男
女

男

女 l

男|

女 1

男
女

0% 
年齢

~49 

50~59 

60~69 

1.貧血症
男女共、「血色素値」でみています。(正

常値:男 13~17.9g/de、女12~ 16.9g/de) 

男性は、加齢と共に貧血者が多くなって

います。女性は、 49歳までの方に貧血者

が多くいます。

70~ 

100% 

男
女

男
女

男
女

男
女

コレステロール異常者の割合
0% 

年齢
~49 

50~59 

60~69 

2.高脂血症
男女共、「総コレステロール値jでみて

います。(正常値:男性130~219四/de 、

女性50歳未満130~219mg/de 、 50歳以上

130~239mg/de) 男性は、加齢と共に正常

者が増えています。女性は、月経との関

係もあり、 50~60歳代に高値を示す方が

多くいます。

100% 

男
女

男
女

男
女

男
女

血圧異常者の割合

70~ 

0% 

70~ 

50~59 

年齢
~49 

60~69 

3.高血圧症
男女共、「最大・最小血圧」でみています。

(正常値 : 最大血圧100~ 139mmHg、最小

血圧60~89mmHg、境界域 : 最大血圧140

~159mmHg、最小血圧90~94mmHg、高血

圧 :最大血圧160mmHg以上、最小血圧95

mmHg以上)男女共、加齢と共に高くなる

傾向があります。 70歳をすぎると半数以

上の方に、血圧の変化がみられます。

母
子
家
庭
お
よ
び

寡
婦
自
立
促
進
講
習
会

の
受
講
生
募
集

愛
媛
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

は
、
母
子
家
庭
の
母
や
子
女
が
就

業
に
必
要
な
技
能
、
資
格
を
身
に

つ
け
、
よ
り
有
利
な
条
件
で
就
職

す
る
た
め
に
ワ
ー
プ
ロ
講
習
会
を

次
の
要
領
で
実
施
し
ま
す
。

科
目
ワ
ー
プ
ロ
(
職
業
能
力
開
発

協
会
三
級
資
格
取
得
講
座
)

講
習
日
時
四
月
二
十
一
日

ωー

六
月
十
一
日
同
ま
で
の
毎
週

火
・
木
曜
日

午
前
十
時
1
午
後
四
時
(
十
四
日

間
・
七
十
時
間
)

受
講
対
象
者
母
子
家
庭
の
母
も

し
く
は
そ
の
子
女
・
又
は
寡
婦

(
年
ム
官
は
お
お
む
ね
四
十
歳
ま
で
)

募
集
人
員

二
十
名
(
た
だ
し
応
募

者
多
数
の
場
合
は
選
考
の
上
決

定
し
ま
す
)

受

講

料

無

料

(
テ
キ
ス
ト
代
実
費
は
負
担
)

場
所
松
山
市
中

一
万

町

七

三

愛
媛
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

四
月
十
四
日

ωま
で
に
印
鑑
を

持
っ
て
愛
媛
県
母
子
福
祉
セ
ン

タ
ー
へ

霞
九
三
一
|
一
O
二
二

宮
九
三
一
|
七
二
三
五



P

ス
ク
ー
ル
・
カ
ウ
シ
セ
ラ
l
d
つ
て
な
あ
に
0
・

12 広報しけ、のぶ

重
信
町
の
町
民
の
皆
様
、
は
じ

め
ま
し
て
。
私
は
現
在
、
重
信
中

学
校
で
ス
ク
ー
ル
・
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
を
し
て
い
る
塚
本
三
朗
で
す
。

ス
ク
ー
ル
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と

い
う
言
葉
を
耳
に
さ
れ
た
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
い
う
こ

と
を
す
る
の
か
と
い
う
内
容
的
な

こ
と
に
な
る
と

j

必
ず
し
も
明
白

で
は
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

文
部
省
の
資
料
に
よ
れ
ば
、

k

ス
ク
ー
ル
・
カ
ウ
ン
セ
ラ

¥

車

i
の
職
務
は
次
の
と
お

¥
¥
司

り
で
す
。

『

一

①
児
童
生
徒
へ
の
カ

ヨ
P

PI-し

ウ
ン
セ
リ
ン
グ

/
d

a

②
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
等
に

J
I

関
す
る
教
職
員
及
ぴ
保
護
者
に

対
す
る
助
ニ
一
一
口
・
援
助

③
児
童
生
徒
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
等
に
関
す
る
情
報
収
集
・
提

供④
そ
の
他
児
童
生
徒
の
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
等
に
関
し
、
各
学
校

に
お
い
て
適
当
と
認
め
ら
れ
る

も
の

こ
れ
わ
り
の
職
務
を
遂
行
す
る
う

え
で
、
ス
ク
ー
ル
・
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
に
求
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、

次
の
よ
う
な
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ωス
ク
ー
ル

・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

と
し
て
の
準
備
を
す
る
こ
と

ω児
童
・
生
徒
、
教
職
員
と
の

人
間
関
係
を
確
立
す
る
こ
と

同
保
護
者
や
地
域
社
会
と
の
交

流
を
深
め
る
こ
と

こ
の
う
ち

ωに
つ
い
て
い
え
ば
、

児
童
・
生
徒
の
教
育
の
専
門
家
と

し
て
の
教
師
と
、
臨
床
心
理
の
専

門
家
と
し
て
の
ス
ク
ー
ル
・
カ
ウ

I
F
/
セ
ラ
i
が
、
専
門
性
を
生

/

か
し
合
っ
て
、
指
導
の
効

、
-

1

i

，
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
期

F
I
U待
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た

ι晶
園
、

‘
め
に
は
、
教
職
員
と
ス

、

司

ク
l
ル
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

、
、

と
の
よ
り
よ
い
人
間
関
係
が

不
可
欠
で
す
。

ま
た

ωで
い
え
ば
、
ス
ク
ー

ル
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
、
保
護
者

や
地
域
社
会
に
対
し
て
も
、
学
校

と
共
に
自
ら
の
役
割
や
意
義
に
つ

い
て
の
理
解
を
図
る
た
め
の
努
力

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

学
校
や
地
域
社
会
で
開
催
さ
れ
る

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
関
す
る
研
修

会
等
で
講
師
と
し
て
出
席
す
る
こ

と
が
要
請
さ
れ
た
ら
、
私
は
積
極

的
に
出
席
す
る
心
積
り
で
お
り
ま

す。

源
氏
物
語
講
座

図
書
館

皆
で
声
を
そ
ろ
え
て
文
字
の
大

き
な
テ
キ
ス
ト
を
輪
読
し
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
重
松
先
生
の
分
か

り
ゃ
す
い
説
明
を
聞
い
て
、
源
氏

物
語
の
世
界
を
楽
し
み
ま
す
。

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
受
講
者

同
志
雑
談
す
る
休
憩
時
間
も
と
っ

て
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲

気
で
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ

一
度

お
出
か
け
下
さ
い
。

日
時
毎
月
第

一
・
第
一
二
水
曜
日

午
後

一
時
三
十
分
1

三
時
三
十
分

場
所
町
民
会
館
一
階
婦
人
室

受
講
料
一
ヶ
月
二
千
円
程
度

講
師
重
松
紀
彦
先
生

(
元
新
居
浜
工
業
高
専
教
授
o

N
H
K松
山
文
化
セ
ン
タ
ー

講
師
)

※
い
つ
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

連
絡
先

高
田

大
西

西
国

富
九
六
四
九
六

一
七

冨
九
六
回

l
七
二
二
五

冨
九
六
四

三
八
九
九

和
紙
人
形
の
世
界
展

歴
史
民
俗
資
料
館

日
本
の
技
l

和
紙
人
形
の
世
界
展

「日
本
の
心
」
と
「
四
季
の
彩
り
」

を
テ
l
マ
に
し
た
和
紙
人
形
約
四

百
体
が
、
可
憐
で
あ
っ
て
幽
玄
と

も
い
え
る
不
思
議
な
世
界
を
繰
り

広
げ
ま
す
。

重
信
か
ら

「矢
野
信
子
創
作
和

紙
人
形
教
室
」
に
通
う
方
た
ち
の

作
品
に
、
矢
野
教
室
の
み
な
さ
ん

が
応
援
出
品
を
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

五
月
十
日
目
午
後
三
時
ま
で
。

冨
九
六
回

O
七
O
一
@

四
月
の
休
館
日

6
・
日
・
円
・

ハ

リ

寸

/

ハ

ツ

ハ

り

寸

4
4

ゥ

“

ゥ
H

ヲ
M
1
v「

ト

ι

小
学
生
剣
道
部
員
の
募
集
を

左
記
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

北
吉
井
剣
道
部

(
北
吉
井
小
学
校
区
)

練
習
日

毎
週
月
・
水
・
金

午
後
六
時
i
六
時
三
十
分

申
し
込
み
日
時

四
月
二
十
二
日
制

午
後
六
時
i
七
時
三
十
分

(
こ
の
日
以
外
で
も
受
付
可
)

受
け
付
け
場
所
(
練
習
場
所
)

北
吉
井
小
学
校
体
育
館

，、ノ九ノ‘、ノ
t

、/¥ノ、ノ
L
J
K
ノh
/
¥
J

南
吉
井
剣
道
部

(南
古
井
・
拝
志
・
上
林
各
小
学
校
区
)

線
習
日

毎
週
火
・
木
・
土

午
後
五
時
三
十
分
1
六
時

申
し
込
み
日
時

四
月
二
十
一
日

ω

午
後
六
時
l
七
時
三
十
分

(
こ
の
日
以
外
で
も
受
付
可
)

受
け
付
け
場
所
(
練
習
場
所
)

重
信
町
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先

北
吉
井
剣
道
部

一一
一
谷
裕
子

富
九
六
四
|
五
四
九
六

南
吉
井
剣
道
部
石
丸
恒
雄

富
九
六
四
i
二
九
九
二

圃圃.



圃-

知
っ
て
ま
す
か
?

‘
今
年
は

「
世
界
人
権
宣
言
切
周
年
」

「長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、

世
界
人
権
宣
言
五
十
周
年
と
い
う

記
念
す
べ
き
年
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
国
連
加
盟
百
八

十
五
か
国
が
呼
び
か
け
た
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
停
戦
が
、
す
べ
て
の
紛
争

に
対
す
国
際
的
対
話
と
外
交
的
解

決
を
促
進
し
、
人
類
の
悲
劇
を
終

わ
り
に
す
る
こ
と
を
私
た
ち
は
願

う
の
で
す
。
」

こ
れ
は
去
る
二
月
七
日
、
長
野

県
で
聞
か
れ
た
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
大
会
開
会
式
で
の
、
国
際
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
サ
マ
ラ
ン
チ
会

長
の
あ
い
さ
つ
の
は
じ
め
で
す
。

そ
し
て
、
五
万
人
の
観
客
で
埋

ま
っ
た
会
場
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

史
上
は
じ
め
て
国
連
旗
が
翻
り
ま

し
た
。
国
連
は
一
九
四
八
(
昭
和

二
十
三
)
年
十
二
月
十
日
、
第
二

次
世
界
大
戦
の
反
省
か
ら
、
差
別

を
な
く
し
人
権
を
確
立
す
る
こ
と

が
平
和
へ
の
道
で
あ
る
と
し
て
、

広報しげのぶ13 

「
す
べ
て
の
人
々
と
す
べ
て
の

国
々
と
が
達
成
す
べ
き
目
標
で

あ
る
」と
い
う
世
界
人
権
宣
言
を
採

択
し
ま
し
た
。
こ
の
宣
言
は
、
差

別
に
反
対
し
基
本
的
人
権
を
守
る

こ
と
は
、
国
境
を
越
え
た
人
類
共

通
の
課
題
で
あ
る
と
い
う
精
神
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
宣
言

は
、
条
約
や
規
約
と
異
な
っ
て
、

世
界
の
国
々
に
こ
の
中
に
あ
る
内

容
を
実
行
す
る
こ
と
を
義
務
付
け

て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

権
利
と
自
由
に
対
す
る
共
通
の

理
解
を
示
し
た
も
の
で
す
。

け
れ
ど
も
、
大
国
の
支
配
か
ら

独
立
し
、
差
別
と
貧
困
か
ら
立
ち

上
が
ろ
う
と
す
る
人
々
に
と
っ
て

は
、
大
き
な
希
望
の
光
と
な
り
ま

し
た
。一

九
八
八
(
昭
和
六
十
三
)
年
、

国
連
は
世
界
人
権
宣
言
四
十
周
年

を
記
念
し
て
、
こ
の
宣
言
が
採
択

さ
れ
た
十
二
月
十
日
を
、
「
人
権

デ

l
」
と
す
る
よ
う
世
界
各
国
に

呼
び
か
け
ま
し
た
。

日
本
で
も
、
そ
の
日
を
「
人
権
の

日
」
と
定
め
、
ま
た
、
十
二
月
四
日

か
ら
十
日
ま
で
を
「
人
権
週
間
」
と

し
て
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
る
行

事
を
聞
い
て
い
ま
す
。

な
お
愛
媛
県
で
は
、
十

一
月
十

一
日
か
ら
十
二
月
十
日
ま
で
の

一

か
月
間
を
、
「
差
別
を
な
く
す
る
強

調
月
間
」
と
し
て
、
部
落
差
別
を
は

じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す

る
運
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
「
人
権
」
っ
て
何
で

し
ょ
う
か
。
む
ず
か
し
い
こ
と
は

別
に
し
て
、
分
か
り
ゃ
す
い
表
現

を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

-
人
権
と
は
、
人
聞
が
目
茶
苦
茶

に
さ
れ
な
い
た
め
の
も
の
で
す

0

・
人
権
と
は
、
「
常
識
」
で
す

0

・
人
権
と
は
、
人
聞
が
人
間
ら
し

く
生
活
で
き
る
た
め
の
最
低
の

条
件
な
の
で
す
。

-
人
権
に
は
二
つ
の
面
が
あ
り
ま

す。

一
つ
は
、
お

E
い
同
士
が
お

つ
き
合
い
の
中
で
守
る
も
の
。

も
う

一
つ
は
、
国
や
政
府
が
私

た
ち
国
民
を
守
る
も
の
。

-
人
権
に
は
、
法
律
に
よ
っ
て
守

ら
れ
る
場
合
と
、
人
間
の
良
識
に

よ
っ
て
守
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ど
ち
ら
も
大
切
で
す

0

・
人
権
の
な
い
と
こ
ろ
に
、
平
和

は
あ
り
ま
せ
ん
。
平
和
の
な
い
と

こ
ろ
に
、
人
権
は
あ
り
ま
せ
ん

0

・
人
権
を
考
え
る
時
、
は
っ
き
り

分
か
る
人
権
侵
害
と
、
分
か
り
に

く
い
人
権
侵
害
が
あ
り
ま
す
。
後

者
に
多
い
の
が
、
「
差
別
」
で
す
。

こ
れ
ら
は
、
人
権
の
す
べ
て
を

言
い
表
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
お
互
い
の
生
活
の
中
に

一

つ
で
も
生
か
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

社
会
は
も
っ
と
住
み
よ
く
な
る
で

し
ょ
、
つ
。

も
っ
と
も
っ
と
ラ
供
を
知
ろ
う

重
信
町
い
じ
め
・
登
校
拒
否
問
題
対
策
連
絡
会
議

昨
年
度
の
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
し
か
し
、
よ
く
考
え
て
み
ま

『
い
じ
め
を
な
く
す
た
め
に
』
と
す
と
、
事
件
を
起
こ
し
た
子
供

い
う
テ
l
マ
で
い
ろ
い
ろ
と
考
た
ち
は
、
「
普
通
に
し
か
見
え
な

え
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
七
月
か
っ
た
子
供
」
で
あ
っ
て
、
「
普

の
連
絡
会
議
に
お
い
て
、

「と
に
通
の
子
供
」
で
は
な
か
っ
た
の

か
く
何
か
行
動
に
移
そ
う
」
と
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。
と
す
る

い
う
こ
と
で
、
『
声
か
け
運
動
』

と
、
普
通
に
し
か
見
る
こ
と
の

の
展
開
を
申
し
合
わ
せ
、
そ
の
で
き
な
か
っ
た
大
人
に
問
題
が

後
、
そ
の
実
践
を
訴
え
て
ま
い
返
っ
て
き
ま
す
。
心
の
中
に
何

り
ま
し
た
。

か
悶
々
と
し
た
の
を
持
っ
て
い

学
校
、

P
T
A
、
教
育
関
係
な
が
ら
、
決
し
て
表
面
に
は
表

団
体
、
地
域
等
が
独
自
の
工
夫
さ
な
い
。
こ
う
い
う
子
供
た
ち

を
凝
ら
し
て
実
践
を
重
ね
、
運
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

動
の
輪
は
徐
々
に
広
が
っ
て
き
を
踏
ま
え
た
取
組
が
考
え
ら
れ

ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
運
動
は
、
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

常
に
新
し
い
方
法
を
求
め
て
展
そ
こ
で
、
先
般
の
連
絡
会
議

開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
で
「
大
人
た
ち
は
も
っ
と
心
の

せ

ん

。

眼

を

聞

い

て

子

供

の

内

面

を

知

と
こ
ろ
が
、
今
年

一
月

の

中

る

必

要

が

あ

る

」
と
い
う
こ
と

学

一
年
生
に
よ
る
女
性
教
諭
殺
か
ら
、
今
年
度
は
、
「
も
っ
と

害
事
件
や
、
そ
れ
に
続
く

一
連

も

っ

と

子
供
を
知
ろ
う
』
と
い

の
事
件
で
、
私
達
は
大
き
な
シ
う
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
い

ヨ

ツ

ク

を

受

け

ま

し

た

。

た

し

ま

し

た

。

「普
通
の
子
が
、
キ
レ
る
」
と
も
っ
と
も
っ
と
子
供
を
知
る

い
う
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い
た
め
に
は
、
子
供
の
何
を
知
れ

ま
す
。
そ
し
て
、
私
達
が
シ
ョ
ば
よ
い
の
か
、
知
る
た
め
の
手

ツ
ク
を
受
け
た
理
由
の

一
つ
も
立
て
は
何
な
の
か
と
い
う
こ
と

そ
こ
に
あ
り
ま
す
。

「な
ぜ
普
通
に
つ
い
て
様
々
な
角
度
か
ら
考

の
子
が
あ
ん
な
事
件
を
?
」
と
。
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

を続けましょう“声かけ運動"
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定

↑

U

沢

一マ

惜
の
ど

枝

川

広報しげのぶ

。
つ
な
い
で
飼
っ
て
い
ま
す
か
。

O
放
し
飼
い
は
、
事
故
に
つ
な
が

り
危
険
で
す
の
で
必
ず
つ
な
い

で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

O
散
歩
の
時
も
必
ず
引
き
綱
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

。
ト
イ
レ
の
始
末
は

で
き
て
い

ま
す
か
。

O
ふ
ん
尿
は
、
自
分
の
家
の
敷
地

内
で
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

O
散
歩
の
際
の
ふ
ん
は
、
必
ず
持

ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

。
犬
を
捨
て
て
い
ま
せ
ん
か
。

O
家
族
の
一
員
と
し
て
終
生
か
わ

い
が
り
ま
し
ょ
う
。

O
飼
え
な
く
な
っ
た
ら
、
新
し
い

飼
い
主
を
さ
が
し
ま
し
ょ
う
。

O
捨
て
犬
は
野
犬
の
も
と
で
す
。
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

。
不
妊
・
去
勢
手
術
を
ご
存
知

で
す
か
。

O
不
幸
な
犬
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
、

繁
殖
を
希
望
し
な
い
場
合
は
不

妊

・
去
勢
手
術
に
努
め
ま
し
ょ

、つノ。

mm
春
、の
花

ヲ
Z
ス
ヂ
ィ
パ
ル

期

間四
月
二
十
八
日
同
1

四
月
一
二
十
日
同

午
前
九
時
1
午
後
五
時
(
四
月
一
二

十
日
は
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
)

場

所愛
媛
県
花
き
総
合
指
導
セ
ン
タ
ー

展
示
内
容

-
新
し
い
花
、
珍
し
い
花
の
紹
介

・
温
室

・
ほ
場
・
パ
イ
テ
ク
施

設
の
実
証
展
示

-
花
と
花
壇
の
コ
ン
ク
ー
ル

・
趣
味
の
園
芸
展

-
押
し
花
展

・
ハl
ブ
展

行
事
内
容

-
花
の
種
プ
レ
ゼ
ン
ト

・
ポ
ッ
ト
苗
プ
レ
ゼ
ン
ト
(
毎
日

先
着
五
百
名
)

-
花
の
お
絵
か
き

・
花
と
緑
の
相
談
コ
ー
ナ
ー

-
ふ
る
さ
と
市
コ
ー
ナ
ー
及
び

バ
ザ
ー

-
フ
ラ
ワ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

-
園
芸
パ
ザ
l
ル
及
び
資
材
展

・
遊
具
コ
ー
ナ
ー

主

催愛
媛
県
(
花
き
総
合
指
導
セ
ン
タ

ま
と
こ
ろ
銀
行
だ
よ
り

重
信
ま
ご
こ
ろ
銀
行
に
次
の
方

か
ら
金

一
封
を
寄
付
下
さ
い
ま
し

た
。
温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
(
敬
称
略
)

〈
香
典
返
し
〉

一
色
実
雄
(
横
河
原
)

亡
母

・
好
恵

朝
憲
(
南
野
田
)

亡
母

・
由
子

与
え

vo

、4
t立
口奮の全国爽通自全運動

、、

交
通
事
故
の
発
生
状
況

-
交
差
点
付
近
の
事
故
が
、
昨
年

比
三
倍
増
で
発
生

・
今
年
も
国
道
三
一
十
三
号
線
で
の

事
故
が
増
加
傾
向

.
反
射
材
着
用
で
自
己
防
護
1
着

用
者
の
重
大
事
故
な
し

4月6日(月)~15日味)
せかさずに

待ってあげよう高齢者

子供と高齢者の交通事故防止

シートベルトの着用の徹底
夜間反射材の利用促進

4
E
n
J』

qJV

平
成
十
一
年
春
1
秋
に
か
け
て

本
州
四
国
連
絡
道
路
尾
道

・
今

治
ル

I
ト
の
完
成
を
祝
し
、
広
島

県
と
愛
媛
県
と
で
瀬
戸
内
海
大
橋

完
成
記
念
イ
ベ
ン
ト
「
し
ま
な
み

海
道
卯
」
を
開
催
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
こ
の
ル

i
ト
周
辺
の
地

域
を
舞
台
に
、
皆
さ
ん
自
身
が
企

画
し
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

内
容
は
企
画
す
る
あ
な
た
の
ア

イ
デ
ア
次
第
。
自
由
な
発
想
で
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
を
考
え
て
い
た
だ

き
、
「
し
ま
な
み
海
道
卯
」
に
イ
ベ

ン
ト
主
催
者
と
し
て
ご
参
加
下
さ

}ν 

応
募
の
締
切
は
、
七
月
末
ま
で
。

詳
し
く
は
、
愛
媛
県
瀬
戸
内
海

大
橋
完
成
記
念
イ
ベ
ン
ト
実
行
委

員
会
イ
ベ
ン
ト
募
集
係
(
富
O
八

九
|
九
四
一
一
一
一
一
一
)
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。



-
之んな之~O あんな之~ö

「
み
ん
な
の
集
会
所

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
拠
点
と
な
る
集
会
所
が
、
こ
の

度
完
成
し
ま
し
た
。

新
村
及
び
さ
さ
ゆ
り
団
地
集

会
所
は
、
愛
媛
県
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
設
整
備
事
業
に
よ
り
愛
媛
県
の

補
助
を
受
け
建
設
さ
れ
た
も
の
で

す
。
北
野
台
団
地
集
会
所
は
、
町

道
平
松
上
樋
線
の
改
良
に
伴
い
、

旧
集
会
所
は
撤
去
さ
れ
別
敷
地
へ

新
し
く
建
て
替
h

え
ら
れ
ま
し
た
。

新村集会所

北野台団地集会所

ささゆり団地集会所(上林)

J 

「
不
要
に
な
っ
た
こ
い
の
ぼ
り
を
集
め
て
い
ま
す
」

上
村
夢
ク
ラ
ブ
で
は
、
毎
年
四

月
i
五
月
に
か
け
て
、
源
平
谷
池

へ
こ
い
の
ぼ
り
を
揚
げ
て
い
ま
す
。

今
年
も
準
備
を
進
め
て
お
り
ま

す
が
、
こ
い
の
ぼ
り
の
傷
み
が
ひ

ど
く
数
が
不
足
し
て
お
り
ま
す
。

ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
も
の
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
提
供
を
お
願

い
し
ま
す
。
源
平
谷
池
で
元
気
に

泳
が
せ
ま
す
。

(
通
年
募
集
)

連

絡

先

津

川

敬

一

冨
九
六
回
|
九
O
一
一一

「
テ
ニ
ス
で
生
き
生
き
」

平
成
十
年
(
前
期
)
親
子
テ
ニ
ス
教
室
・

ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
の
ご
あ
ん
な
い

期

間

四

月

1
七
月

日

時

毎

日

曜

日

十

時
1
十
二
時

場
所
河
川
敷
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

(
田
窪
・緑
化
セ
ン
タ
ー
西
)

募
集
対
象
小
μ
孟
十以
上
、
及
び
そ
の
親
子

内
容
基
本
的
フ
ォ
ー
ム
を
身
に
つ
け
る

月
会
費

一
0
0
0
円
(
ボ
l
ル
代
)

主
催
重
信
町
テ
ニ
ス
協
会

後
援
重
信
町
教
宣
委
員
会
、
体
育
協
会

申
込
先
重
信
町
テ
ニ
ス
協
会
事
務
局
(
桐
野
)

富
九
六
回

l
九
二
二
七
(
夜
間
)

一
般
の
方
の
レ
ッ
ス
ン
も
行
っ
て
い
ま
す

『

』

p
u
、r
匹、一、一宇田

-
h
-

一a
L
F
定
ま
し
て
d
」

t'
海
洋
少
年
団
団
員
募
集
中
1

海
洋
少
年
団
を
知
っ
て
い
ま
す

か
。
団
体
基
本
訓
練
や
カ
ッ
タ
ー

船
操
法
、
キ
ャ
ン
プ
、
遠
足
、
巡
視

船
の
体
験
航
海
、

二
年
ご
と
に
開

催
さ
れ
る
全
国
大
会
な
ど
を
通

じ
て
海
に
親
し
み
ま
す
。
自
立
心

や
協
調
性
も
は
ぐ
く
む
、
人
間

育
成
の
場
と
し
て
役
立
ち
ま
す
。

対
象
今
春
小
学
校
四
年
生
に

進
級
す
る
児
童

訓
練
日
毎
月
第

一
・
一一
一
日
曜

午
後

一
時
1
同
四
時

訓
練
場
所
梅
津
寺
パ
l
ク

・

伊
予
鉄
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

(
水
泳

・
ス
ケ
ー
ト
)
な
ど

費
周
年
会
費
二
、
四
O
O
円

(
服
装
一
式
な
ど
は
実
費
が

必
要
)

問
い
合
わ
せ
先

松
山
海
洋
少
年
団
事
務
局

冨
九
四
八
三
三
二
一二
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戸 籍の窓畑10日までの届出分)

お誕生おめでとう お悔やみ申し上げます
住所 出生児 保護者 生年月日

野田2丁目 前野福亭 '悟 2/ 3 

山之内 小倉せりな 憲吾 2/ 7 

南野田 西村長鼠 一志 2/10 

志津川 田中祐太 寿知 2/12 

野田3丁目 大野佑樹 耳怠 2/12 

田窪 高村美優 裕二 2/13 

牛測 大森歩あゆ夢む 政一 2/15 

西岡 池内章貴 辛弔/子ー一ー 2/17 

牛測 矢野楓馬 賢二 2/17 

野田3丁目 山崎晴香 裕二 2/21 

牛淵戒能合辛 博秋 2/23 

住所 氏名 死亡日 年令

西岡 和田運平 2/10 76 

田窪 平田静子 2/17 60 

西岡 松本殿典 2/18 85 

樋口 和田カズコ 2/21 78 

西岡 池内章貴 2/22 O 

樋口 岸尾通高 2/22 88 

志津川 日和佐涼 2/23 9 

樋口 渡部八重子 2/26 87 

田窪 堀田明子 2/26 69 

志津川 武智忠利 3/ 1 74 

野田1丁目 三好 匡 3/ 1 70 

下林 相原和一 3/ 3 85 

横河原 近江貞一 3/ 5 93 

Happy B¥rthday 

おめでとフ

端 嘉辰くん (H8.4.10生)北野田

[絵や主穿ち書くα7了大将きぢ

嘉辰くれ、 2れわ、円宅三OiRt:5やれと

1ψfJくしと、~くたきく蹴って、
画家や小説疲(Z~ってね。J

(父・光明 母・森)

満3歳までのお子様を募集しますf

掲載ご希望の方はお誕生月の前月10日までに、写真に
保護者のコメントを添えて役場町民課までお送り下さい。

日(曜) 時間 場所|日(曜) 場所行事名 時間

町'I_d酢1日 ，"開:

1幽|健康生活相談 1 9:00-11:001役場保健婦室 116出
2出l 燃やさないごみ(空き缶・金属類、ピン・ガラス類)を出せるi司(全地区)

E燃やさないごみ(空き缶・金属額、ピン・ガラス類)を出せる日(全地区)1._，..1燃やさないごみ(ペットボトル、その他燃やさないごみ)を出せる日(横河原区のみ)
ーー ー ーー叩ーー ーーーーーよ司町一一一一一一ー守司ーーーーーイ 171fl'トーーーーーーー一一一一ー一一ーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーー一一ー一一一

燃やさないごみ(ペットボトル、その他燃やさない}み)を出せる日(横河原区のみ川 1 :t11大ごみを出せる日 (横河原区のみ)
3(日)トーーーーー市町山ーーーーー白山由ー---ーー 四-----叩ーーーーー白色申ー イ トーーーーーーーーーーーーー ω ー自由一ーー ーーーーーーーーーー ーーーーーー--

粗大ごみを出せる日(横河原灰のみ i当番医泉内科 川内町南方箇966-2226
当番医重信クリニツク 重信町志津川!富964-118811以月)1母親学級③ 113 :30-15 :001町 民会館

l振替休日のため燃やすごみの凶i伐を休みます。 I.~，.J 1才6か月児健康診査 I.~.~~ . ， .~J 町民会館
4 (月)ト一 一一一一一ーー 一一ー一一一一ー一一一一一-:1198刈1~:'y~:~''':;~::':'::-.. ~+.<， 113:30-14・30

|当番医愛媛十全医療学院附属病院川内町南方窟966-50111'/v'l (H8年9月.10月生まれの者

l祝日のため燃やすごみの回収を休みます 110か月児乳児相談
5(1()ト一一一一一一一一一一一ーーにーーー一一-.:-_-_-:. ~ 

|当番医石川小児科 重信町横河原富955一0333，1 1 (H9年7月生まれの者)

6同|読書会 源氏物語講座 113:30-15:301町民会館婦人室 12c同ト4か月児健康診査 1， ~ . ~^ ''" ~J 町民会館
I'".'~-.~ ， "..".._-，.- Inn  ---"1' -=1--"'1 'n'"--'--'-'::'~，_..:-: _~， 113:30-14:301 
|どてかぼちゃ栽培教室 1 9:00- 町民会館 1(H9年12月生まれの者

7 同卜母語弱ø-----一一ーーー11~~元て而司可一員一苔一品Î I長吾会一一源氏弱言語昼一一一一一一一--113:-元ご正副雨量耐え量

栄養相談(要予約富964-4170) 1 9:00-11:0川 |21倒|

育児相談教室 1 9:30-11:0叫町民会館栄養相談(要予約窟964-4170) 1 9:00-11:0叫

8俗|ポリオ予防接種 1...__ .. ._J ~ = ^ ^~ 122樹|育児相談教室 1 9:30-11:001町 民会館
114:00-14:3川町民会館| 卜一一一一一一一一一一-----__1 一一ー」一一一一ー

(則前月~HI0年 l月生まれ及び90か月未満の未接種児)1 " . vv " . JV 1 -， ~" -'-' "~I |移動図書館車運行(上村、下林、上林方面)

移動図書館車運行(上村、下林、上林方面 123国|花いっぱい運動 1 9:00- 町 民会館

9国|花いっぱい運動 1 9:00- 農協拝志支所 l'燃やさないごみ(ペットボトル、その他燃やさないごみ)を出せる日(横河原区を除く全地区)

l燃やさないごみ(ベットボトル、その他燃やさないごみ)を出せる日(横河原区を除く全地区i1_ ".. 1粗大ごみを出せる日(田窪団地区のみ)

l削) 1梧顧問紅二二二二三[~~02::1=6~~恒輔場~~?4'日 医長議正二二二二二二[ü~o::長 ~~I亙普通Ut-
当番医増田整形外科 松山市街梅本町富970-20201 当番医中川病院 松山市南梅本町富976-7811

11(月)1リハビリ教室 113:30-15:301町民会館巡回健康相談〈各地区〉水曜日まで

IJ盟;志望預言?iE414:liiEEii里子:竺1吋主主警;j;i-:二二|iiJF341Fizz
移動図書館車運行l山之内、樋口、横河原方面) 12刷号型宇男色ー一一一一一一 ー 一一113:苧二り'~QC!.I旦民全ー唾

刷直主閉塑芳首 一 一 J~Q~O_O二白山明争開| !移動図書館車運行(山之内、樋口、横河原方面)
JVJY I移動図書館車運行(志津川、八反地、西岡、堀池、牛測、自衛隊官企方面)I__wl粗大ごみを出せる日(横河原区、出窪田地区を除く全地区)

ロ 2幻7{:7J剥ゆトト--一--一-一 一-一--一-一一--一--一--一--一--一--一--一---一--一--一--一------
l ポリオ予防接種 | l移動図書館車1遷呈行(志津j川11、八反地、西岡、堀池、牛測、自衛隊官舎方面)

附

移動図書館車運行(比上樋団地、播磨台団地、野田町l汀丁目且、新村、北野田、南野回方面)川12汐9信ω副|育児相談教室 1 9: 3却0-11:0∞01南吉井保育所

健康生活相談 1 9・00-11:0川役場保健婦室 |30出|
一一一一一一一一ーーーーーー一一一一ーーーー一一，-ーー一一一一一一「一一一一一一一ーー

15GTi) 1育児相談教室 1 9:30-11:0川南吉井保育所 |311日)1当番医宮内病院 松山市北梅本町富975ー0091
移動図書館車運行(上村、下林、上林方面)

l町 民会館
受付9:45-10∞l
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